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 【目的】2007 年に特別支援教育が開始し、 2008～2009 年、文部科学省は特別支援学校
特別支援学校における指導の充実させるために「PT・OT・ST 等の外部専門家を活用し
た指導方法等の改善に関する実践事業」を施行した。しかし、特別支援学級（以下支援
学級）の指導を充実させるための取り組みはされておらず、2010 年の地域貢献研究事業
において、浜松市において特別支援学級と言語聴覚士との連携を目的とした研究を立案
し、7 学級の担当教諭と連携した。連携の評価を目的にアンケートを実施したところ、
特別支援学級担当教諭は非常に困っていること、児童を支援するにあたって言語聴覚士
の専門性を活かせる可能性が高いことが明らかとなった。  
今回は浜松市の特別支援学級における連携から得られた情報であったが、特別支援学
級担当教諭と言語聴覚士との連携のシステムを構築するにあたっては大規模な調査が
必要である。今回は首都圏である神奈川県において、政令指定都市以外の市を対象に特
別支援学級担当教諭の「困り感」をアンケート調査によって把握することを目的とする。 
【方法】対象：神奈川県の政令指定都市（横浜市・川崎市・相模原市）以外の市立小学
校・中学校の特別支援学級 421 学級に所属する教諭。方法：郵送法によるアンケート調
査。アンケート項目：A 学級に関する質問（学級種など）、B 外部専門家との連携状況に
関する質問、C 今後の外部専門家との連携に関する質問、D 児童の実態把握（アセスメ
ント）に関する質問、E 言語聴覚士に関する質問（第 2 研究の募集など） 
【結果】1）184 学級に送付し、34 学級から返信あり（回収率 18.5％）。2）外部専門家
にどのような支援を求めているかを 18項目挙げて 5件法で回答を求めた。回答者の 80％
以上が支援を求めている項目は「児童の発達状況を具体的に知りたい」「知能検査など
によって客観的な資料を得る」「専門的視点を得ることで児童を多角的にとらえる」「児
童の状況を整理する」「児童の能力面での新たな気づきを得る」「指導内容が適切である
かの確認」「個別指導計画の作成への助言」「自分たちの教育活動を客観的にみる」「教
材の紹介」「専門知識を増やす」。3）言語聴覚士が専門とする業務についての支援の必
要度を把握するために、15 項目を挙げ 5 件法で回答を求めた。回答者の 80％以上が支
援を求めている項目は「発達・知能レベル」「ことばの発達」「会話の発達」「コミュニ
ケーション方法」「具体的な指導方法」。 4）言語聴覚士との連携経験（5 件法）は、「と
てもある」「ややある」と回答した人は 11 名（32.4％）。5）ことば・コミュニケーショ
ンの指導についての不安度（5 件法）は「とても不安」「やや不安」と回答した人は 19
名(55.9%)。6）第 2 研究への協力について、 12 学級（35.3%）が希望すると回答した。  
【考察】約半分の学級がことばへの指導に不安があると回答し、「ことばの発達」など
言語聴覚士が担える業務について支援を求めていたことから、特別支援学級に言語聴覚
士が担える役割があることが明らかとなった。12 学級が言語聴覚士の訪問を受け入れる
意思を示しているので、本調査結果を踏まえて第 2 研究へと進めていく。 
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